
JP 2017-108903 A 2017.6.22

10

(57)【要約】
【課題】着用中に着用者の身体と吸収性物品との間に隙
間が生じ難く、日常の生活行動中に液漏れが生じ難い吸
収性物品を提供すること。
【解決手段】吸収性物品１は吸収性コア４１を備える。
吸収性コア４１は、排泄部対向領域Ｂに排泄部中高部４
２を有する。排泄部中高部４２は、前方領域Ａ側の前方
中高部４２１と後方領域Ｃ側の後方中高部４２２とを有
する。後方中高部４２２の厚みが前方中高部４２１の厚
みよりも厚い。後方中高部４２２は、吸収性コア４１を
平面視して、後方中高部４２２における後方領域Ｃ側の
後方端縁４２２ｃが前方領域Ａ側に向かって凸に形成さ
れている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者の前後方向に対応する縦方向に長い形状の吸収性コアを備え、着用者の液排泄部
に対向配置される排泄部対向領域と、該排泄部対向領域の縦方向の前後に配置された前方
領域及び後方領域とに区分された吸収性物品であって、
　前記吸収性コアは、前記排泄部対向領域に排泄部中高部を有し、該排泄部中高部は、該
吸収性コアにおける前記排泄部中高部の周辺領域の厚みよりも厚みが厚く形成されており
、
　前記排泄部中高部は、前記前方領域側の前方中高部と前記後方領域側の後方中高部とを
有し、
　前記後方中高部の厚みが、前記前方中高部の厚みよりも厚く形成されており、
　前記後方中高部は、前記吸収性コアを平面視して、該後方中高部における前記後方領域
側の後方端縁が、前記前方領域側に向かって凸に形成されている吸収性物品。
【請求項２】
　前記後方中高部は、相対的に坪量の大きい複数の小吸収部と、相対的に坪量の小さい溝
部とを有し、各該小吸収部の周囲が該溝部によって囲まれたブロック構造を複数有してい
る請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記後方中高部は、前記吸収性コアを平面視して、該後方中高部における前記前方領域
側の前方端縁が、前記前方領域側に向かって凸に形成されている請求項１又は２に記載の
吸収性物品。
【請求項４】
　前記前方中高部は、前記吸収性コアを平面視して、縦方向に沿う両側縁が内側に向かっ
て凸に括れている請求項１～３の何れか１項に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記吸収性コアは、前記後方中高部の坪量が前記前方中高部の坪量より高くなっており
、且つ、前記前方中高部の坪量が前記周辺領域の坪量より高くなっている請求項１～４の
何れか１項に記載の吸収性物品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生理用ナプキン、失禁パッド等の吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、生理用ナプキン等の吸収性物品において、排せつ液量が多い場合などでは、日常
の生活行動中に液漏れを生じる場合があった。その為、特許文献１には、人体の股の溝に
挟むことによって、女性器から臀部にかけての溝を埋めるように、上面が凸状に形成され
た生理用品が記載されている。しかし、特許文献１に記載の生理用品は、人体の股の溝に
挟むことによって上面が凸状になるように形成されているので、人体の股の溝に挟む位置
によっては十分に凸状に隆起せず、隙間が生じてしまい、液漏れを生じてしまう。そこで
、人体の股の溝に挟む位置に左右されずに隆起するように、当初から中高部を有する吸収
性物品が知られている（例えば特許文献２～特許文献３）。
【０００３】
　特許文献２には、表面シートと裏面シートとの間に配される吸収体が、裏面シート側に
ある下層吸収体と表面シート側にある上層吸収体との２段に形成されている吸収性物品が
記載されている。特許文献２に記載の吸収性物品の備える上層吸収体は、前後方向中心側
にＶ字状に窄まる壁部より前側に延びて形成されている。
【０００４】
　特許文献３には、表面シートと裏面シートとの間に配される吸収体を構成する吸収性コ
アが、着用者の液排泄部に対向配置される排泄部対向部に、周辺の領域よりも厚みの厚い
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排泄部中高領域を備えており、該排泄部中高領域が、中央肉厚部と該中央肉厚部の両側縁
から外方に膨出する側方肉厚部とを有する吸収性物品が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２３９３５６号公報
【特許文献２】特開２０１２－２０５６１３号公報
【特許文献３】特開２０１５－９７７１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献２に記載の吸収性物品によれば、厚みが２段階に形成された吸収体を備えてい
るが、上層吸収体の厚みは一定であるので、着用中に着用者の身体との間に隙間が生じる
部分があり、液漏れを生じる場合があった。
【０００７】
　また、特許文献３に記載の吸収性物品によれば、吸収性コアの排泄部中高領域が、中央
肉厚部と一対の側方肉厚部とを有しているので、吸収性物品の着用位置が多少ズレしても
十分な吸収性能が発現され、液漏れが生じ難くなっている。しかし、排泄部中高領域の溝
部を除く部分の厚みが一定であるので、着用中に着用者の身体との間に隙間を生じること
が想定される。このように、特許文献３に記載の吸収性物品は、更なる改良の余地があっ
た。
【０００８】
　したがって本発明の課題は、前述した従来技術が有する欠点を解消し得る吸収性物品を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、着用者の前後方向に対応する縦方向に長い形状の吸収性コアを備え、着用者
の液排泄部に対向配置される排泄部対向領域と、該排泄部対向領域の縦方向の前後に配置
された前方領域及び後方領域とに区分された吸収性物品であって、前記吸収性コアは、前
記排泄部対向領域に排泄部中高部を有し、該排泄部中高部は、該吸収性コアにおける前記
排泄部中高部の周辺領域の厚みよりも厚みが厚く形成されており、前記排泄部中高部は、
前記前方領域側の前方中高部と前記後方領域側の後方中高部とを有し、前記後方中高部の
厚みが、前記前方中高部の厚みよりも厚く形成されており、前記後方中高部は、前記吸収
性コアを平面視して、該後方中高部における前記後方領域側の後方端縁が、前記前方領域
側に向かって凸に形成されている吸収性物品を提供するものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、着用中に着用者の身体と吸収性物品との間に隙間が生じ難く、日常の
生活行動中に液漏れが生じ難い。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明の吸収性物品の好ましい一実施形態である生理用ナプキンの肌対
向面側（表面シート側）を示す平面図である。
【図２】図２は、図１のＩＩ－ＩＩ線断面を模式的に示す断面図である。
【図３】図３は、図１に示す生理用ナプキンの有する吸収性コアにおける肌対向面側の平
面図である。
【図４】図４は、図３のＩＶ－ＩＶ線断面を模式的に示す断面図である。
【図５】図５（ａ）ないし図５（ｂ）は、図１に示す生理用ナプキンの備える吸収性コア
の製造工程を説明する説明図である。
【図６】図６は、本発明の吸収性物品の好ましい他の実施形態である生理用ナプキンの備
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える吸収性コアにおける肌対向面側の平面図である（図３相当図）。
【図７】図７は、図３のＶＩＩ－ＶＩＩ線断面を模式的に示す断面図である（図４相当図
）。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の吸収性物品を、その好ましい一実施形態である生理用ナプキン１（以下
、「ナプキン１」とも言う。）に基づき図面を参照して説明する。図１には、本実施形態
のナプキン１を表面シート側から視た平面図が示されている。本実施形態のナプキン１は
、図１に示すように、着用者の前後方向に対応する縦方向Ｘに長い形状の吸収性コア４１
を備え、着用者の液排泄部に対向配置される排泄部対向領域Ｂと、該排泄部対向領域Ｂの
縦方向Ｘの前後に配置された前方領域Ａ及び後方領域Ｃとに区分されている。本実施形態
のナプキン１は、特に就寝時の使用に適した夜用のナプキンである。ナプキン１は全長が
３０ｃｍ以上のものが好適である。
【００１３】
　本明細書において、縦方向Ｘは、吸収性物品（ナプキン１）の長手方向に一致し、横方
向Ｙは、吸収性物品（ナプキン１）の幅方向（長手方向に直交する方向）に一致している
。ナプキン１は、縦方向Ｘに延びる中心線ＣＬに対して左右対称に形成されている。縦方
向Ｘとは、中心線ＣＬに平行な方向でもある。また、本明細書において、肌対向面は、吸
収性物品（ナプキン１）又はその構成部材における、吸収性物品（ナプキン１）の着用時
に着用者の肌側に向けられる面であり、非肌対向面は、吸収性物品（ナプキン１）又はそ
の構成部材における、吸収性物品（ナプキン１）の着用時に肌側とは反対側（着衣側）に
向けられる面である。
【００１４】
　ナプキン１は、着用時に着用者の液排泄部（膣口及び肛門を含む部分）に対向配置され
る排泄部対向領域Ｂと、該排泄部対向領域Ｂよりも着用者の腹側（前側）寄りに配される
前方領域Ａと、該排泄部対向領域Ｂよりも着用者の背側（後側）寄りに配される後方領域
Ｃとを有している。即ち、ナプキン１は、縦方向Ｘに、前方領域Ａ、排泄部対向領域Ｂ及
び後方領域Ｃの順番で区分される。
【００１５】
　尚、本発明の吸収性物品において、排泄部対向領域Ｂとは、本実施形態のナプキン１の
ようにウイング部１Ｗを有する場合には、縦方向Ｘにおいてウイング部１Ｗを有する領域
（一方のウイング部１Ｗの縦方向Ｘに沿う付け根と他方のウイング部１Ｗの縦方向Ｘに沿
う付け根とに挟まれた領域）を意味する。また、ウイング部を有しない吸収性物品の場合
には、吸収性物品が３つ折り或いは４つ折りの個装形態に折り畳まれた際に生じる、該吸
収性物品を横方向Ｙに横断する２本の折曲線（図示せず）について、該吸収性物品の縦方
向Ｘの前端から数えて第１折曲線と第２折曲線とに囲まれた領域を意味する。
【００１６】
　本実施形態のナプキン１は、図１に示すように、肌対向面を形成する液透過性の表面シ
ート２、非肌対向面を形成する裏面シート３、及びこれら両シート２，３間に介在された
吸収体４を具備している。吸収体４は、吸水性ポリマーを有する吸収性コア４１と、該吸
収性コア４１を包むコアラップシート（不図示）とから構成されている。
【００１７】
　ナプキン１では、表面シート２は、図１に示すように、吸収体４の肌対向面の全域を被
覆し、吸収体４の縦方向Ｘに沿う両側縁から横方向Ｙの外方に延出している。一方、裏面
シート３は、吸収体４の非肌対向面の全域を被覆し、更に表面シート２の縦方向Ｘに沿う
両側縁から横方向Ｙの外方に延出して、後述するサイドシート５と共にサイドフラップ部
１Ｓを形成している。裏面シート３とサイドシート５とは、吸収体４の縦方向Ｘに沿う両
側縁からの延出部において、接着剤、ヒートシール、超音波シール等の公知の接合手段に
よって互いに接合されている。尚、表面シート２及び裏面シート３それぞれと吸収体４と
の間は接着剤によって接合されていてもよい。
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【００１８】
　ナプキン１では、サイドシート５は、図１に示すように、表面シート２の肌対向面にお
ける縦方向Ｘに沿う両側部に配されている。好適には、サイドシート５は、平面視におい
て表面シート２の縦方向Ｘに沿う左右両側部に重なるように、表面シート２の縦方向Ｘの
全長に亘って配されている。
【００１９】
　ナプキン１では、一対のサイドシート５，５は、それぞれ、図１に示すように、縦方向
Ｘに延在する接合部（不図示）にて表面シート２に接合されている。このように、サイド
シート５が、縦方向Ｘに延びる接合部（不図示）にて表面シート２に接合されて固定され
ると、該接合部（不図示）よりも横方向Ｙの内方に、サイドシート５と表面シート２とで
画成される空間部が形成される。この空間部は、中心線ＣＬに向けて開口しているので、
横方向Ｙの中央から外方へ流れる経血等の体液が該空間部に収容されるようになり、結果
として体液の漏れが効果的に防止できる。
【００２０】
　ナプキン１では、サイドフラップ部１Ｓは、図１に示すように、排泄部対向領域Ｂにお
いて横方向Ｙの外方に向かって大きく張り出しており、これによりナプキン１の縦方向Ｘ
に沿う左右両側に、一対のウイング部１Ｗ，１Ｗが延設されている。また、ナプキン１で
は、サイドフラップ部１Ｓは、図１に示すように、後方領域Ｃにおいて横方向Ｙの外方に
向かって張り出しており、これによりナプキン１の縦方向Ｘに沿う左右両側に、一対の後
方フラップ部１Ｆ，１Ｆが延設されている。ウイング部１Ｗ及び後方フラップ部１Ｆは、
ショーツ等の着衣のクロッチ部の非肌対向面側に折り返されて用いられるものである。ま
た、表面シート２及び裏面シート３は、図１に示すように、吸収体４の縦方向Ｘの前端及
び後端それぞれから縦方向Ｘの外方に延出し、それらの延出部において、接着剤、ヒート
シール、超音波シール等の公知の接合手段によって、互いに接合されてエンドシール部を
形成している。
【００２１】
　ナプキン１では、図１に示すように、表面シート２の肌対向面に、表面シート２及び吸
収体４が裏面シート３側に向かって一体的に凹陥してなる線状溝６が形成されている。線
状溝６における「線状」とは、溝（凹陥部）の形状が平面視において直線に限られず、曲
線を含んでいることを意味する。線状溝６は、表面シート２及び吸収体４を裏面シート３
側に向かって圧搾することによって形成されており、線状溝６を除く他の領域よりも密度
が高くなっている。尚、各線は、連続線でも破線でもよく、ナプキン１の線状溝６は、不
連続な多数の点エンボスのなす列から構成されている。線状溝６は、吸収体４の前方領域
Ａ及び後方領域Ｃに、それぞれ横方向Ｙに延びる横線状溝６１と、吸収体４の縦方向Ｘに
沿う両側部それぞれに縦方向Ｘに延びる縦線状溝６２とを有している。ナプキン１では、
横線状溝６１は、縦方向Ｘ外方に向けて凸の曲線状であり、縦線状溝６２は、前方領域Ａ
から後方領域Ｃに亘って縦方向Ｘに延びる中心線ＣＬに平行に延びる直線状である。ナプ
キン１では、前方領域Ａの横線状溝６１、一方の縦線状溝６２、後方領域Ｃの横線状溝６
１、及び他方の縦線状溝６２が繋がってリング状の全周溝を形成している。このように形
成された線状溝６は、吸収体４の平面方向への体液の拡散を抑制して、ナプキン１の周囲
から液漏れを効果的に防止することができる。好適に、ナプキン１では、リング状の線状
溝６が後述する吸収体４の排泄部中高部４２を囲むように配されており、各縦線状溝６２
が、排泄部中高部４２を構成する後述する前方中高部４２１の側縁４２１ｓに沿って、縦
方向Ｘに延びる中心線ＣＬに向かって凸に括れる部分を有している。そして、各縦線状溝
６２における括れる部分が、ナプキン１のように排泄部対向領域Ｂに配されていれば、ナ
プキン１の着用中に股間によりナプキン１が横方向Ｙに圧縮されると、縦線状溝６２の括
れる部分を起点に排泄部中高部４２が肌対向面側に隆起し易くなり、液の吸収性が向上す
る。
【００２２】
　ナプキン１では、吸収体４を構成する吸収性コア４１は、図１及び図２に示すように、
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排泄部対向領域Ｂに排泄部中高部４２を有している。ナプキン１では、吸収性コア４１は
、ナプキン１の縦方向Ｘと同方向に長い形状を有する。したがって、吸収性コア４１の縦
方向は、ナプキン１の縦方向Ｘと同方向であり、吸収性コア４１の横方向は、ナプキン１
の横方向Ｙと同方向である。ナプキン１では、排泄部中高部４２は、吸収性コア４１の輪
郭よりも内側に形成されており、本実施形態では、図２に示すように、リング状の線状溝
６よりも内側に形成されている。
【００２３】
　排泄部中高部４２は、図３及び図４に示すように、吸収性コア４１における該排泄部中
高部４２の周辺領域４３の厚みよりも厚みが厚く形成されている。好適に、ナプキン１で
は、排泄部中高部４２は、周辺領域４３の厚みよりも厚みが厚く形成されており、且つ、
周辺領域４３の坪量よりも坪量が高く形成されている。排泄部中高部４２及び周辺領域４
３それぞれの厚み及び坪量は、中高部４２及び周辺領域４３に溝部４５が形成されている
場合には、中高部４２及び周辺領域４３における後述する溝部４５が存在しない部分にお
ける厚み及び坪量を意味する。ナプキン１の吸収性コア４１は、コア材料の坪量に差を設
けて厚み差を設けてあるため、坪量の均一な吸収性コアの一部を圧縮して厚み差を設ける
場合とは異なり、吸収性コア４１は、全体として柔軟である。
【００２４】
　排泄部中高部４２は、図３及び図４に示すように、前方領域Ａ側の前方中高部４２１と
後方領域Ｃ側の後方中高部４２２とを有している。ナプキン１では、吸収性コア４１は、
後方中高部４２２の坪量が前方中高部４２１の坪量より高くなっており、且つ、前方中高
部４２１の坪量が周辺領域４３の坪量より高くなっている。好適には、後方中高部４２２
は、該後方中高部４２２の厚みが、前方中高部４２１の厚みよりも厚く形成されている。
更に好適には、ナプキン１では、後方中高部４２２は、前方中高部４２１の厚みよりも厚
みが厚く形成されており、且つ、前方中高部４２１の坪量よりも坪量が高く形成されてい
る。また、ナプキン１では、前方中高部４２１は、周辺領域４３の厚みよりも厚みが厚く
形成されており、且つ、周辺領域４３の坪量よりも坪量が高く形成されている。
【００２５】
　前方中高部４２１の厚みは、肌に向かって突出させて排泄部対向領域Ｂにおける液の吸
収性等を向上させる観点から、吸収性コア４１における周辺領域４３の厚みの、好ましく
は１１０％（即ち、１．１倍）以上、より好ましくは１３０％以上であり、また、好まし
くは、２０００％以下、より好ましくは、１０００％以下であり、また、着用時における
身体への追従性や違和感を抑える観点から、好ましくは１１０％以上２０００％以下、よ
り好ましくは１３０％以上１０００％以下である。また、前方中高部４２１の厚みと周辺
領域４３の厚みとの厚みの差（前者－後者）は、好ましくは１．０ｍｍ以上、より好まし
くは２．０ｍｍ以上であり、また、好ましくは２０．０ｍｍ以下、より好ましくは１０．
０ｍｍ以下であり、また、好ましくは１．０ｍｍ以上２０．０ｍｍ以下、より好ましくは
２．０ｍｍ以上１０．０ｍｍ以下である。
【００２６】
　後方中高部４２２の厚みは、肌に向かって突出させて排泄部対向領域Ｂにおける液の吸
収性等を向上させる観点から、前方中高部４２１の厚みの、好ましくは１２０％（即ち、
１．２倍）以上、より好ましくは１５０％以上であり、また、好ましくは、２０００％以
下、より好ましくは、１５００％以下であり、また、着用時における身体への追従性や違
和感を抑える観点から、好ましくは１２０％以上２０００％以下、より好ましくは１５０
％以上１５００％以下である。また、後方中高部４２２の厚みと前方中高部４２１の厚み
との厚みの差（前者－後者）は、好ましくは１．０ｍｍ以上、より好ましくは２．０ｍｍ
以上であり、また、好ましくは４０.０ｍｍ以下、より好ましくは３０.０ｍｍ以下であり
、また、好ましくは１.０ｍｍ以上５０.０ｍｍ以下、より好ましくは２．０ｍｍ以上３０
.０ｍｍ以下である。
【００２７】
　好適に、後方中高部４２２の厚みは、好ましくは２.０ｍｍ以上、より好ましくは３．
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０ｍｍ以上であり、また、好ましくは４０．０ｍｍ以下、より好ましくは３０．０ｍｍ以
下であり、また、好ましくは２．０ｍｍ以上４０ｍｍ以下、より好ましくは３．０ｍｍ以
上３０．０ｍｍ以下である。
　また、前方中高部４２１の厚みは、好ましくは１．０ｍｍ以上、より好ましくは２．０
ｍｍ以上であり、また、好ましくは３０．０ｍｍ以下、より好ましくは２０．０ｍｍ以下
であり、また、好ましくは１．０ｍｍ以上３０．０ｍｍ以下、より好ましくは２．０ｍｍ
以上２０．０ｍｍ以下である。
　また、周辺領域４３の厚みは、好ましくは０．８ｍｍ以上、より好ましくは１．０　ｍ
ｍ以上であり、また、好ましくは２０．０ｍｍ以下、より好ましくは１０．０ｍｍ以下で
あり、また、好ましくは０．８ｍｍ以上２０．０ｍｍ以下、より好ましくは１．０ｍｍ以
上１０．０ｍｍ以下である。
　後方中高部４２２、前方中高部４２１、周辺領域４３、後述する溝部４５等の吸収性コ
ア４１の各部の厚みは、以下の方法によって測定される。
【００２８】
＜吸収性コア４１の各部の厚みの測定方法＞
　吸収性コアを水平な場所にシワや折れ曲がりがないように静置し、該吸収性コアから測
定対象物である後方中高部４２２、前方中高部４２１及び周辺領域４３等を切り出す。そ
して、切り出した測定対象物における５ｃＮ／ｃｍ2の荷重下での厚みを測定する。具体
的には、厚みの測定に、例えば、厚み計 PEACOCK DIAL UPRIGHT GAUGES R5-C(OZAKI MFG.
CO.LTD.製）を用いる。このとき、厚み計の先端部と切り出した測定対象物との間に、荷
重が５ｃＮ／ｃｍ2となるように大きさを調整した平面視円形状又は正方形状のプレート
（厚さ５ｍｍ程度のアクリル板）を配置して、厚みを測定する。吸収性コア４１における
後方中高部４２２、前方中高部４２１及び周辺領域４３の厚みを測定する際には、後述す
る溝部４５を含まないように測定する。
【００２９】
　ナプキン１では、前方中高部４２１の坪量は、肌に向かって突出させ排泄部対向領域Ｂ
における液の吸収性等を向上させる観点から、吸収性コア４１における周辺領域４３の坪
量の、好ましくは１１０％以上、より好ましくは１２０％以上であり、そして、好ましく
は６００％以下、より好ましくは５００％以下であり、具体的には、好ましくは１１０％
以上６００％以下、より好ましくは１２０％以上５００％以下である。
　同様な観点から、ナプキン１では、後方中高部４２２の坪量は、肌に向かって突出させ
排泄部対向領域Ｂにおける液の吸収性等を向上させる観点から、前方中高部４２１の坪量
の、好ましくは１００％超、より好ましくは１１０％以上であり、そして、好ましくは５
００％以下、より好ましくは３００％以下であり、具体的には、好ましくは１００％超５
００％以下、より好ましくは１１０％以上３００％以下である。
【００３０】
　好適に、後方中高部４２２の坪量は、好ましくは２００ｇ／ｍ2以上、より好ましくは
３００ｇ／ｍ2以上であり、そして、好ましくは１２００ｇ／ｍ2以下、より好ましくは１
０００ｇ／ｍ2以下であり、具体的には、好ましくは２００ｇ／ｍ2以上１２００ｇ／ｍ2

以下、より好ましくは３００ｇ／ｍ2以上１０００ｇ／ｍ2以下である。
　また、前方中高部４２１の坪量は、好ましくは１００ｇ／ｍ2以上、より好ましくは２
００ｇ／ｍ2以上であり、そして、好ましくは１０００ｇ／ｍ2以下、より好ましくは８０
０ｇ／ｍ2以下であり、具体的には、好ましくは１００ｇ／ｍ2以上１０００　ｇ／ｍ2以
下、より好ましくは２００ｇ／ｍ2以上８００ｇ／ｍ2以下である。
　また、周辺領域４３の坪量は、好ましくは５０ｇ／ｍ2以上、より好ましくは１００ｇ
／ｍ2以上であり、そして、好ましくは８００ｇ／ｍ2以下、より好ましくは５００ｇ／ｍ
2以下であり、具体的には、好ましくは５０ｇ／ｍ2以上８００ｇ／ｍ2以下、より好まし
くは１００ｇ／ｍ2以上５００ｇ／ｍ2以下である。
　吸収性コア４１における後方中高部４２２、前方中高部４２１及び周辺領域４３の坪量
は、上述した吸収性コア４１の各部の厚みの測定方法で説明したように切り出した後方中
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高部４２２、前方中高部４２１又は周辺領域４３のサンプルの質量を、そのサンプルの肌
対向面側の面の面積で除して求める。吸収性コア４１における後方中高部４２２、前方中
高部４２１及び周辺領域４３の坪量を測定する際には、後述する溝部４５を含まないよう
に測定する。
【００３１】
　排泄部中高部４２を構成する後方中高部４２２は、図３に示すように吸収性コア４１を
平面視して、後方中高部４２２における後方領域Ｃ側の後方端縁４２２ｃが、前方領域Ａ
側に向かって凸に形成されている。後方中高部４２２の後方端縁４２２ｃの形状は、前方
領域Ａ側に向かって凸に形成されていれば、直線形状、曲線形状、それらの組み合わせの
形状等であってもよいが、ナプキン１では、直線形状に形成されている。好適に、ナプキ
ン１の後方端縁４２２ｃは、その頂部４２２ｃｔが縦方向Ｘに延びる中心線ＣＬ上に配さ
れており、後方端縁４２２ｃを形成する両辺４２２ｃ１，４２２ｃ１が、それぞれ、頂部
４２２ｃｔから、後方領域Ｃにおける吸収性コア４１の縦方向Ｘに沿う側縁４１ｓに向か
って直線形状に延びている。後方端縁４２２ｃの頂部４２２ｃｔは、ナプキン１では、ナ
プキン１の着用時に、着用者の肛門近傍に対応する位置に配されることが好ましい。ナプ
キン１では、両辺４２２ｃ１，４２２ｃ１は、縦方向Ｘに延びる中心線ＣＬに対して左右
対称に形成されている。一方の辺４２２ｃ１と中心線ＣＬとのなす角αは、ナプキン１が
装着される際に、股間部からの力により、排泄部中高部４２を身体側に向って隆起させ、
ナプキンと肌との離間を抑制することで排泄対向部Ｂにおける液の吸収性等を向上させる
観点から、好ましくは５°以上、より好ましくは１０°以上であり、そして、好ましくは
８５°以下、より好ましくは８０°以下であり、具体的には、好ましくは５°以上８５°
以下、より好ましくは１０°以上８０°以下である。
【００３２】
　ナプキン１では、排泄部中高部４２を構成する後方中高部４２２は、図３に示すように
吸収性コア４１を平面視して、後方中高部４２２における前方領域Ａ側の前方端縁４２２
ａが、前方領域Ａ側に向かって凸に形成されている。後方中高部４２２の前方端縁４２２
ａの形状は、前方領域Ａ側に向かって凸に形成されていれば、直線形状、曲線形状、それ
らの組み合わせの形状等であってもよいが、ナプキン１では、直線形状に形成されている
。好適に、ナプキン１の前方端縁４２２ａは、その頂部４２２ａｔが縦方向Ｘに延びる中
心線ＣＬ上に配されており、前方端縁４２２ａを形成する両辺４２２ａ１，４２２ａ１が
、それぞれ、頂部４２２ａｔから、後方領域Ｃにおける吸収性コア４１の縦方向Ｘに沿う
側縁４１ｓに向かって直線形状に延びている。前方端縁４２２ａの頂部４２２ａｔは、ナ
プキン１では、ナプキン１の着用時に、着用者の膣口近傍に対応する位置に配されること
が好ましい。ナプキン１では、両辺４２２ａ１，４２２ａ１は、縦方向Ｘに延びる中心線
ＣＬに対して左右対称に形成されている。一方の辺４２２ａ１と中心線ＣＬとのなす角β
は、排泄部から臀部に亘り幅が広くなる身体股間部溝の形状にフィットさせる観点から、
後方端縁４２２ｃを形成する一方の辺４２２ｃ１と中心線ＣＬとのなす角αと同等の角度
に形成されていてもよいが、なす角αよりも小さい角度で形成されていることが好ましく
、好ましくは３°以上、より好ましくは７°以上であり、そして、好ましくは８０°以下
、より好ましくは７５°以下であり、具体的には、好ましくは３°以上８０°以下、より
好ましくは７°以上７５°以下である。
【００３３】
　ナプキン１では、後方中高部４２２は、図３及び図４に示すように、相対的に坪量の大
きい小吸収部４４と相対的に坪量の小さい溝部４５とを肌対向面側に有している。好適に
は、溝部４５は、縦方向Ｘに延びる縦溝４５Ｘと、横方向Ｙに延びる横溝４５Ｙとからな
る。そして、縦方向Ｘに延びる縦溝４５Ｘは、横方向Ｙに一定の間隔を空けて配され、横
方向Ｙに延びる横溝４５Ｙは、縦方向Ｘに一定の間隔を空けて配されている。小吸収部４
４は、縦溝４５Ｙ及び横溝４５Ｘで区画された格子の目の位置に配されている。このよう
に、ナプキン１の後方中高部４２２では、各小吸収部４４の周囲が縦溝４５Ｙ及び横溝４
５Ｘによって囲まれたブロック構造を複数有している。上述した後方中高部４２２の厚み
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及び坪量とは、小吸収部４４の厚み及び坪量を意味する。
【００３４】
　溝部４５の底部は、後方中高部４２２の肌対向面と前方中高部４２１の肌対向面の位置
との間に配されていてもよく、前方中高部４２１の肌対向面の位置を越えて前方中高部４
２１の肌対向面の位置と周辺領域４３の肌対向面の位置との間に配されていてもよく、周
辺領域４３の肌対向面の位置を越えて裏面シート３側に配されていてもよいが、ナプキン
１では、図４に示すように、前方中高部４２１の肌対向面の位置を越えて前方中高部４２
１の肌対向面の位置と周辺領域４３の肌対向面の位置との間に配されている。
【００３５】
　ナプキン１では、溝部４５の厚み、言い換えれば、溝部４５の底部での厚みは、後方中
高部４２２を柔らかくしナプキン１の着用時のフィット性を向上させる観点から、好まし
くは、０．３ｍｍ以上、より好ましくは、０．５ｍｍ以上、また、好ましくは、５．０ｍ
ｍ以下、より好ましくは、３．０ｍｍ以下であり、具体的には、好ましくは、０．３ｍｍ
以上、５．０ｍｍ以下、より好ましくは、０．５ｍｍ以上３．０ｍｍ以下である。溝部４
５の厚みは、上述した吸収性コア４１の各部の厚みの測定方法に基づいて測定される。
【００３６】
　ナプキン１では、後方中高部４２２に配された溝部４５の溝幅は、後方中高部４２２を
柔らかくし、ナプキン１の着用時のフィット性を向上させる観点から、好ましくは、０．
３ｍｍ以上、より好ましくは、０．５ｍｍ以上であり、また、好ましくは、５．０ｍｍ以
下、より好ましくは、３．０ｍｍ以下であり、具体的には、好ましくは０．３ｍｍ以上５
．０ｍｍ以下、より好ましくは、０．５ｍｍ以上３．０ｍｍ以下である。尚、溝部４５の
溝幅は、溝部４５の延びる方向に直交する方向に切断し、切端面の写真から計測する。
【００３７】
　ナプキン１では、溝部４５は、吸収性コア４１における周辺領域４３の坪量よりも低く
形成されている。ここで、溝部４５の坪量は、好ましくは２０ｇ／ｍ2以上、より好まし
くは５０ｇ／ｍ2以上であり、そして、好ましくは５００ｇ／ｍ2以下、より好ましくは３
００ｇ／ｍ2以下であり、具体的には、好ましくは２０ｇ／ｍ2以上５００ｇ／ｍ2以下、
より好ましくは５０ｇ／ｍ2以上３００ｇ／ｍ2以下である。尚、溝部４５の坪量は、上述
した吸収性コア４１の各部の厚みの測定方法で説明したように切り出した溝部４５の部分
のサンプルの質量を、そのサンプルの肌対向面側の面の面積で除して求める。
【００３８】
　ナプキン１では、排泄部中高部４２を構成する前方中高部４２１は、図３に示すように
吸収性コア４１を平面視して、縦方向Ｘに沿う両側縁４２１ｓ，４２１ｓが内側に向かっ
て凸に括れている。好適には、各側縁４２１ｓは、前方中高部４２１の縦方向Ｘの中央部
分に頂部を有するように、縦方向Ｘに延びる中心線ＣＬに向かって凸に形成されている。
【００３９】
　排泄部中高部４２の縦方向Ｘの全長Ｌ２（図４参照）は、吸収性コア４１の縦方向Ｘの
全長Ｌ１（図３参照）の、好ましくは１０％以上、より好ましくは２０％以上であり、ま
た、好ましくは６０％以下、より好ましくは４０％以下であり、具体的には、好ましくは
１０％以上６０％以下、より好ましくは２０％以上４０％以下である。
　なお、全長Ｌ１とは吸収性コア４１の縦方向Ｘにおける最も長い位置での距離を示し、
全長Ｌ２とは排泄部中高部４２の縦方向Ｘにおける最も長い位置での距離を意味する。
【００４０】
　排泄部中高部４２を構成する後方中高部４２２の縦方向Ｘの全長Ｌ３（図４参照）は、
排泄部中高部４２の全長Ｌ２の、好ましくは１０％以上、より好ましくは２０％以上であ
り、また、好ましくは７０％以下、より好ましくは５０％以下であり、具体的には、好ま
しくは１０％以上７０％以下、より好ましくは２０％以上５０％以下である。
　なお、全長Ｌ３とは後方中高部４２２の縦方向Ｘにおける最も長い位置での距離を意味
する。
【００４１】
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　排泄部中高部４２を構成する前方中高部４２１の縦方向Ｘの全長Ｌ４（図４参照）は、
排泄部中高部４２の全長Ｌ２の、好ましくは２０％以上、より好ましくは５０％以上であ
り、また、好ましくは８５％以下、より好ましくは７５％以下であり、具体的には、好ま
しくは２０％以上８５％以下、より好ましくは５０％以上７５％以下である。
　なお、全長Ｌ４とは前方中高部４２１の縦方向Ｘにおける最も長い位置での距離を意味
する。
【００４２】
　ナプキン１では、前方中高部４２１及び後方中高部４２２を有する排泄部中高部４２と
周辺領域４３とを備え、後方中高部４２２が更に小吸収部４４と溝部４５とを肌対向面側
に有している吸収性コア４１は、その全体が一体成形されている。ここで「一体成形され
ている」とは、別の工程で製造した部材どうしを接着剤や圧縮などの接合手段で結合した
ものとは異なり、同一の材料を用いて、一つの工程で一体的に形成されていることを意味
する。
【００４３】
　上述したナプキン１の吸収性コア４１は、例えば、図５（ａ）に示すように、外周面に
集積用凹部５５を備え、一方向Ｒに回転する積繊ドラム５４と、該積繊ドラム５４の外周
面に、コア材料を飛散状態で供給するダクト（図示せず）を備えた積繊装置を用いて製造
することができる。
　集積用凹部５５は、積繊ドラム５４の外周面の周方向に一定の間隔で複数個形成されて
いる。集積用凹部５５の底面５６は、メッシュプレート等からなり、吸引孔として機能す
る多数の細孔を有している。
【００４４】
　また、図５（ａ）に示すように、１個の集積用凹部５５の底面５６の一部には、吸収性
コア４１の排泄部中高部４２を形成するための1つの凹部５６ｂが形成されている。また
、凹部５６ｂは、前方中高部４２１を形成する第１凹部５６ｂ１と、第１凹部５６ｂ１よ
りも深く形成されており、後方中高部４２２を形成する第２凹部５６ｂ２とに区分されて
いる。そして、第２凹部５６ｂ２には、その底面に、溝部４５を形成するための難通気性
部材５７が配置されている。難通気性部材５７は、縦溝４５Ｙ及び横溝４５Ｘに対応する
位置に配され、第２凹部５６ｂ２の底面５６から突出するように固定されている。難通気
性部材５７の高さは、形成する溝部４５の深さに対応している。難通気性部材５７は、非
通気性部材であっても良く、例えば金属やプラスチック、セラミック等からなる。
【００４５】
　積繊ドラムを備えた公知の積繊装置と同様に、集積用凹部５５の底面から吸引しつつ、
ダクト内に、吸水性ポリマーとパルプ繊維とを混合したコア材料を供給することによって
、図５（ｂ）に示すように、コア材料が集積用凹部５５内に所定形状に堆積する。その堆
積物４０を、集積用凹部５５から離型することで、吸収性コア４１の前駆体が得られる。
吸収性コア４１の前駆体は、コアラップシート（不図示）で被覆された後に、搬送される
。このようにして得られたコアラップシート（不図示）で被覆された吸収性コア４１は、
一対のロール間に通すこと等により加圧し適度に圧縮させる。これにより、凹部５６ｂの
第２凹部５６ｂ２に堆積した部分が、坪量が相対的に大きい排泄部中高部４２の後方中高
部４２２となる。そして、凹部５６ｂの第１凹部５６ｂ１に堆積した部分が、坪量が後方
中高部４２２よりも小さい排泄部中高部４２の前方中高部４２１となる。同様に、凹部５
６ｂに隣接する上流側領域及び下流側領域に堆積したコア材料からなる部分が、前方中高
部４２１の坪量よりも小さい吸収性コア４１における周辺領域４３となる。また、第２凹
部５６ｂ２の難通気性部材５７上に堆積したコア材料からなる部分が、相対的に坪量の小
さい溝部４５となる。
【００４６】
　上述した本実施形態のナプキン１の各構成部材の形成材料について説明する。
　肌対向面を形成する表面シート２は、液透過性を有し、熱可塑性合成樹脂を含む素材で
構成され、例えば、エアースルー繊維不織布、スパンボンド不織布、ポイントボンド不織



(11) JP 2017-108903 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

布等の繊維不織布を好適に用いることができる。熱可塑性樹脂の例として、エチレン、プ
ロピレン等のオレフィン系ポリマー、又は、ポリエチレンテレフタレートが挙げられるが
、これらに限定されるものではない。表面シート２は、例えば、坪量が１０～５０ｇ／ｍ
２であり、厚さが０．５～２．０ｍｍであることが好ましい。また、表面シート２は、当
該技術分野において従来用いられてきたものと同様のものを特に制限なく用いることがで
き、穿孔フィルム等を用いることもできる。
【００４７】
　裏面シート３は、難透液性又は、不透過性を有し、熱可塑性合成樹脂を含む素材で構成
され、例えば、合成樹脂製フィルム、合成樹脂製フィルムと不織布の積層体や、スパンボ
ンド－メルトブローン－スパンボンド積層繊維不織布、エアースルー繊維不織布、ポイン
トボンド繊維不織布、スパンボンド繊維不織布等の耐水圧が高い撥水性の不織布を用いる
ことができるが、これらに限定されるものではなく、当該技術分野において従来用いられ
てきたものと同様のものを特に制限なく用いることができる。裏面シート３は、例えば、
坪量が１０～５０ｇ／ｍ２であり、厚さが、０．１～１．０ｍｍであることが好ましい。
【００４８】
　吸収性コア４１のコア材料は、パルプ繊維等の繊維材料からなる繊維集合体からなる。
繊維材料としては、従来、生理用ナプキンやパンティライナー、使い捨ておむつ等の吸収
性物品の吸収体に用いられている各種のものを特に制限なく用いることができ、例えば、
パルプ繊維、レーヨン繊維、コットン繊維等のセルロース系繊維の短繊維や、ポリエチレ
ン等の合成繊維の短繊維等が用いられる。これらの繊維は、１種を単独で又は２種以上を
組み合わせて用いることができる。また、繊維材料は、全体又は一部がパルプ繊維である
ことが好ましく、繊維材料中のパルプ繊維の割合は５０～１００質量％であることが好ま
しく、より好ましくは８０～１００質量％であり、更に好ましくは１００質量％である。
　また、吸収性コア４１には吸水性ポリマーが含有されていることが好ましく、吸水性ポ
リマーとしては、例えば、ポリアクリル酸ナトリウム、（アクリル酸－ビニルアルコール
）共重合体、ポリアクリル酸ナトリウム架橋体、（でんぷん－アクリル酸）グラフト共重
合体、（イソブチレン－無水マレイン酸）共重合体及びそのケン化物、ポリアスパラギン
酸等が挙げられる。
　また、吸収性コア４１には、消臭剤や抗菌剤等を必要に応じて配合しても良い。
【００４９】
　吸収性コア４１を被覆するコアラップシート（不図示）としては、ティッシュペーパー
、透水性の不織布等が挙げられる。吸収体４は、吸収性コア４１の上下両面をコアラップ
シート（不図示）で被覆して形成されている。コアラップシート（不図示）は、吸収性コ
ア４１の形成材料の漏れ出しを防止したり、吸収性コア４１の保形性を高めたりする目的
で使用される。吸収性コア４１の肌対向面側を被覆するコアラップシート（不図示）と表
面シート２との間、及び吸収性コア４１の非肌対向面側を被覆するコアラップシート（不
図示）と裏面シート３との間は、ドット、スパイラル、ストライプ等のパターン塗工され
た接着剤により互いに接合されていることが好ましい。
【００５０】
　サイドシート５としては、当該技術分野において従来用いられている各種のものを特に
制限なく用いることができ、例えば、液不透過性又は撥水性の樹脂フィルム、樹脂フィル
ムと不織布との積層体等を用いることができる。その他の材料としては、例えば、スパン
ボンド不織布、スパンボンド不織布（Ｓ）とメルトブロー不織布（Ｍ）とが複合化された
シート（例えばＳＭ、ＳＭＳ、ＳＭＭＳ等）、ヒートロール不織布、エアースルー不織布
等の撥水性（疎水性）不織布が挙げられる。
【００５１】
　サイドシート５と表面シート２とを接合する接合部（不図示）は熱シール加工により常
法に従って形成することができる。
　線状溝６（横線状溝６１及び縦線状溝６２）は、熱を伴うか又は伴わない圧搾加工（い
わゆるエンボス加工）、あるいは超音波エンボス等のエンボス加工により常法に従って形
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成することができる。
【００５２】
　上述した本実施形態のナプキン１の作用効果について説明する。
　ナプキン１は、図１～図２に示すように、吸収性コア４１における排泄部対向領域４１
ｂに排泄部中高部４２を有し、排泄部中高部４２は、図３及び図４に示すように、前方領
域Ａ側の前方中高部４２１と、前方中高部４２１の厚みよりも厚い後方領域Ｃ側の後方中
高部４２２とを有している。そして、後方中高部４２２は、図３に示すよう平面視して、
その後方端縁４２２ｃが前方領域Ａ側に向かって凸に形成されている。その為、ナプキン
１の着用中に、着用者の排泄部の窪みに、前方中高部４２１及前方中高部４２１よりも厚
い後方中高部４２２が入り込み易く、着用中に着用者の身体と吸収性物品との間に隙間が
生じ難くなっており、日常の生活行動中に液漏れが生じ難くなっている。特に、後方端縁
４２２ｃの頂部４２２ｃｔが、ナプキン１の着用時に、着用者の肛門近傍に対応する位置
に配されるように形成されていれば、上記効果を一層奏することができる。
【００５３】
　また、ナプキン１では、図３及び図４に示すように、排泄部中高部４２を構成する後方
中高部４２２では、各小吸収部４４の周囲が縦溝４５Ｙ及び横溝４５Ｘによって囲まれた
ブロック構造を肌対向面側に複数有している。その為、溝部４５を起点に折れ曲り易く、
後方中高部４２２が柔らかく、ナプキン１の着用時のフィット性が向上する。さらに、液
保持性が高くなる。
【００５４】
　また、ナプキン１では、図３に示すように、排泄部中高部４２を構成する後方中高部４
２２の前方端縁４２２ａが、前方領域Ａ側に向かって凸に形成されている。その為、ナプ
キン１の着用中に、着用者の排泄部の窪みに、前方中高部４２１よりも厚い後方中高部４
２２が更に入り込み易く、着用中に着用者の身体と吸収性物品との間に隙間が更に生じ難
くなっており、日常の生活行動中に液漏れが更に生じ難くなっている。特に、前方端縁４
２２ａの頂部４２２ａｔが、ナプキン１の着用時に、着用者の膣口近傍に対応する位置に
配されるように形成されていれば、上記効果を一層奏することができる。
【００５５】
　また、ナプキン１では、排泄部中高部４２を構成する前方中高部４２１は、図３に示す
ように吸収性コア４１を平面視して、縦方向Ｘに沿う両側縁４２１ｓ，４２１ｓが内側に
向かって凸に括れている。その為、ナプキン１の着用中に、着用者の排泄部の窪みに、前
方中高部４２１が更に入り込み易く、着用中に着用者の身体と吸収性物品との間に隙間が
更に生じ難くなっており、日常の生活行動中に液漏れが更に生じ難くなっている。特に、
前方端縁４２２ａの頂部４２２ａｔが、ナプキン１の着用時に、着用者の膣口近傍に対応
する位置に配されるように形成されており、前方中高部４２１が、ナプキン１の着用時に
、着用者の膣口よりも前方の陰唇部分に対応する位置に配されるように形成されていれば
、上記効果を一層奏することができる。
【００５６】
　吸収性コア４１は、後方中高部４２２の坪量が前方中高部４２１の坪量より高くなって
おり、且つ、前方中高部４２１の坪量が周辺領域４３の坪量より高くなっている。更に、
吸収性コア４１は、後方中高部４２２の高さが前方中高部４２１の高さよりも高くなって
おり、且つ、後方中高部４２２の高さが周辺領域４３の高さよりも高くなっている。その
為、ナプキン１の着用中に、着用者の排泄部の窪みに、前方中高部４２１及び後方中高部
４２２が更に入り込み易く、着用中に着用者の身体と吸収性物品との間に隙間が更に生じ
難くなっており、日常の生活行動中に液漏れが更に生じ難くなっている。
【００５７】
　以上、本発明をその好ましい実施形態に基づき説明したが、本発明の吸収性物品は本実
施形態のナプキン１に何ら制限されるものではなく、適宜変更可能である。
【００５８】
　例えば、吸収性コア４１の有する排泄部中高部４２の形状が、図６及び図７に示すよう
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な形状であってもよい。好適に、図６に示す吸収性コア４１は、排泄部中高部４２が、吸
収性コア４１の縦方向Ｘに沿う両側縁４１ｓ，４１ｓ間に亘って延在している。具体的に
は、縦方向Ｘに延びる中心線ＣＬ上に配された頂部４２２ｃｔから各辺４２２ｃ１が吸収
性コア４１の縦方向Ｘに沿う側縁４１ｓに至るまで直線形状に延びて後方中高部４２２の
後方端縁４２２ｃが形成されている。また、縦方向Ｘに延びる中心線ＣＬ上に配された頂
部４２２ａｔから各辺４２２ａ１が吸収性コア４１の縦方向Ｘに沿う側縁４１ｓに至るま
で直線形状に延びて後方中高部４２２の前方端縁４２２ａが形成されている。また、前方
端縁４２２ａの辺４２２ａ１と吸収性コア４１の側縁４１ｓとの交点から、縦方向Ｘに延
びる中心線ＣＬに向かって前方領域Ａ側に、側縁４２１ｓが直線形状に延びて排泄部中高
部４２を構成する前方中高部４２１が形成されている。このように吸収性コア４１の縦方
向Ｘに沿う両側縁４１ｓ，４１ｓ間に亘って延在している排泄部中高部４２の後方中高部
４２２を備えたナプキン１を着用すれば、装着時にナプキン１が股間部により圧縮された
時に、排泄中高部全体を隆起させ、排泄部中高部４２全体が股間溝に入りやすく、ナプキ
ンと身体の隙間を低減するという効果が奏される。
【００５９】
　また、ナプキン１では、図３及び図４に示すように、排泄部中高部４２を構成する後方
中高部４２２において、各小吸収部４４の周囲が縦溝４５Ｙ及び横溝４５Ｘによって囲ま
れたブロック構造を複数有しているが、縦溝４５Ｙ及び横溝４５Ｘを設けずブロック構造
を有していなくてもよい。また、図６及び図７に示す吸収性コア４１のように、排泄部中
高部４２を構成する後方中高部４２２のみならず、排泄部中高部４２を構成する前方中高
部４２１及び吸収性コア４１における周辺領域４３にも、縦溝４５Ｙ及び横溝４５Ｘを設
け、各小吸収部４４の周囲が縦溝４５Ｙ及び横溝４５Ｘによって囲まれたブロック構造が
、前方領域Ａから後方領域Ｃに亘って形成されていてもよい。このようにブロック構造が
前方領域Ａから後方領域Ｃに亘って形成されている吸収性コア４１を備えたナプキン１を
着用すれば、ナプキン１全体の柔軟性が向上し、ナプキン１が身体の形状に沿って変形し
やすくなり、ナプキン１と身体との隙間を低減できる。さらに、ナプキン１の装着感が向
上するとの効果を奏する。
【００６０】
　また、ナプキン１の吸収性コア４１は、周辺領域４３の高さ、前方中高部４２１の高さ
、後方中高部４２２の高さの順に、高さが高くなっており、更に、周辺領域４３の坪量、
前方中高部４２１の坪量、後方中高部４２２の坪量の順に、坪量が高くなっているが、周
辺領域４３、前方中高部４２１、後方中高部４２２の順に、高さが高くなっていれば、坪
量は高くなっていなくてもよい。
【００６１】
　また、ナプキン１の吸収性コア４１は、その全体が一体成形されているが、一体成形さ
れていなくてもよい。例えば、吸収性コア４１において、周辺領域４３を含んで前方領域
Ａから後方領域Ｃに亘って同じ高さにコア材料で形成しておき、次に、排泄部対向領域Ｂ
に別のコア材料で形成されたものを配置して排泄部中高部４２を形成し、次に、後方中高
部４２２に対応する位置にのみ別のコア材料で形成されたものを配置して後方中高部４２
２を形成してもよい。
【００６２】
　また、ナプキン１は、図１に示すように、表面シート２の肌対向面における縦方向Ｘに
沿う両側部に、サイドシート５を配しているが、サイドシート５の自由端部に、縦方向Ｘ
に伸長状態の弾性部材を配して防漏カフを形成していてもよい。
【００６３】
　また、ナプキン１は、図１に示すように、排泄部対向領域Ｂの縦方向Ｘに沿う左右両側
に一対のウイング部１Ｗ，１Ｗ及び一対の後方フラップ部１Ｆ，１Ｆを有しているが、ウ
イング部１Ｗ及び後方フラップ部１Ｆの少なくとも何れか一方を有していなくてもよい。
【００６４】
　また、本発明の吸収性物品は、生理用ナプキンの他、パンティーライナー（おりものシ
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ート）、失禁パッド等であってもよい。
【符号の説明】
【００６５】
１　生理用ナプキン（吸収性物品）
２　表面シート
３　裏面シート
４　吸収体
　４１　吸収性コア
　４２　排泄部中高部
　　４２１　前方中高部
　　４２２　後方中高部
　４３　周辺領域
　４４　小吸収部
　４５　溝部
５　サイドシート
６　線状溝

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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